
新たな一年の始まり 校長 新井 一也

咲き誇っていた校舎前の桜は有終を迎え、例年以上に春の訪れの早さが感

じられます。窓外に望む山々からは力強い春の息吹が伝わってきます。

本日、新入生８７名を迎えて新しい一年がスタートしました。入学・進級

おめでとうございます。年度の初めにあたっては、一人一人が志を新たに持

つことが大切です。そして、初心を忘れることなく一年を通して努力して欲

しいと思います。

現在、グローバル化や人工知能の飛躍的な進化などによって社会が加速度

的に変化し、将来の予測困難な時代が到来しています。今の中学生が活躍す

ることとなる１０～１５年後の日本社会は、少子高齢化の一層の進行が見込

まれるとともに、ＡＩの進化に伴う労働の自由化が進み、現在には存在して

いない職業が増えるといった予測もされています。

このような時代に必要なのは、変化に柔軟に対応し、感性を働かせながら

主体的に学び、他者と協働しながら新しい価値をつくっていく力です。そし

て、夢や希望を持ち、それに向かって自己を理解しながら自信を持って努力

を重ねていく姿勢であると考えます。学校には、これからの新しい時代を生

き抜くことのできる生徒の育成が求められています。

この度、令和５年度当初の人事異動により、校長として母校である小鹿野

中学校に着任いたしました新井でございます。吉岡章前校長ほか、歴代校長

の経営方針を継承し、校訓「もとをつくる」、学校教育目標「誇り高く 志

高く たくましく」を掲げて２７９名の生徒、４３名の教職員とともに小鹿

野中学校のさらなる発展に微力を尽くして参ります。保護者、地域の皆様の

ご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

令和５年度学校経営方針

[ 校 訓 ] もとをつくる

「もと」とは、人間としての心構え、態度である

[学校教育目標] 誇り高く 志高く たくましく

[目指す学校像] 明るく楽しい地域に誇れる学校 ～秩父一の学校～

[目指す生徒像] 世界に貢献する誇り高い生徒

小鹿野中学校だより第１号 令和５年４月１０日

さ 小 鹿


